
　
　
　
　
歌
川
廣
重
傳

〔四
〕

　

十
日
朝
曇

晴
　

二
間

に

一
間
の
鐘
馗

を
か
く
、
幕

世
話
人
衆

奥

に

て
酒

　

も

り
、
少

々
馳

走

に
な

る
、
夕
方
龜

雄
大

人
同
道

一
蓮
寺

か

し
座
敷

に

　

て
、

酒
も
り

、

三
桂
法
師

同
導
、
石
橋
庵

に
て
さ
は
ぎ
。

　

十

一
日
曇

　
五
尺
屏

風
認

め
、
鐘
馗
畫

料
金

二
百
疋
、
鰻

一
重
貰

ふ
、

　

夜
役

者
さ

の
川
市
藏
と
酒
も

り
。

　
十
二
日
雨

天
　
襖

四
枚

認
め
、
き
う
り

一
か
ご
、
な

ま
り

一
本

、
辻
仁

　

よ
り
到
來
、
夜

そ
ば
馳
走

に
な

る
。

　

十

三
日
晴
天
　
柳

町
た
び

や
槌

の
屋

十
文
宅

に
て
、

狂
歌

の

ひ
ら
き
あ

　
り

、
出
席
す

。

　

十
四
日

晴

天
　
襖

二
枚

認
め
、
不
快

に

て
休
む
、
幕

手
附
金

五
両
請

取
、

　

四
両

一
分

二
朱
、
江
戸

へ
お
く

る
、

　

十

五
日
晴

天
　
御

幸
祭
禮
、
見
物

に
行
く
。

　

十
六
日
晴
天

　

十

七
日
晴
天
　
辻

屋
殿
、
襖

出
來

、

つ
か
は
す
、
茶

菓
子
到
來

す
、

二

　

間

に

一
問

の
幟

、
孔

明
か
き

か
ゝ

る
、

　

十

八
日
晴

天
　
孔

明

の
ぼ
り
出
來

、
晝

後
よ
り
幕

か
き

か
ゝ

る
、
夜
な

　

べ
。

　

十
九
日
晴
天

　

廿

日
曇

天
　
ま
く
す

み
か
き
出
來

、
唐
木
綿
鐘
馗

認

め
、
肴

町
村

幸

へ

　

行
く
、
歸

り
芝
居

へ
寄

る
、
打
出

し
後

、

三
階

に
て
、
酒
盛

み
そ
漬

、

　

香

の
物

、
辻
屋

よ
り

貰
ふ

。

廿

一
日
曇

天

廿

二
日
晴
天
　

休

廿

三
日
晴
天

　
辻

屋

小
鐘
馗

認

め
。

こ
れ

よ
り
日
記
な

し
、

さ
れ
ど
甲
府
滞
在

中

に
て
、
御
嶽

、
身
延

な
ど

へ
も
、

の
ぼ

り

し
と
見
え

て
、

別
册

に
甲

州
御
嶽

外
道

の
原
、
鞍
掛
岩

象

ヶ
鼻

、
御
嶽

大
門

、
鰍
澤

、
不
二
川
、
洗

濯
岩
、
釜
無
川
、
早

川
等

の
圖

あ

り

、
裏

富

士

の
圖

を

か
き

て
、
狂
歌

あ
り
。

夢

山

は
ゆ

め
ば
か

り

に
て
き
ゝ

し
よ
り

、
見

て
目

の
さ
む

る
甲
斐

の
う

ら

ふ
じ
、
か
く

は
か

り
甲
斐

あ

る
ふ
じ
を

み
な
人

の
、

う
ら

と

い
ふ

こ

そ

う
ら

み
な
り
け

り
、

又
藤

巻

と

い
ふ
所
を
畫

き

て
、
句

あ
り
夏
旅

や
、

夢

は
ど

こ
や
ら
、
朝

峠

、
末

に
高

尾
本
社

、
井

に
勝
沼

の
柏

尾
山
、
大

善

有

、
善

光
寺

等

の
圖

あ
り

て
、

十

一
月

十

三
日

よ
り
、
更

に
日
記
あ

り
。

(
上
略
)
廿
日
曇

雪
降

　
朝

六

ッ
半
時

頃
、

み
ど
り
ま
ち
、
伊
勢

屋
出
立

、

松

黒
同
導

、
甲
府

は
づ

れ

に
て
、
別
れ

一
人
道
を

い
そ
ぎ

て
、
六
ッ

時

頃

、

上
花
咲

問

屋

に
泊

る
、

此
宿

上

々
、
信

州

の
人
相
宿
な

り
。

廿

一
日
晴
天
　

朝

六

ッ
半
頃

出
立
、
犬
目

し
か
ら
き
休

み
、
酒
汁
□
□

ま
づ

し
上
野
原
大

ち

と
や
休

み
、
晝

食

七

ッ
半

頃
、
與
瀬
稻

荷
屋
泊

り
、

上

辻
屋

兵
助

、
役
者
川
藏

、
相
宿

、
上

の
原

小
澤
源
藏

と

い
ふ
郷
士
大

家

の
は

な
し

き
く
、

廿

二
日
晴

天
　
朝

輿
瀬
宿

出
立
川
藏

同
導
、
度

々
休

み
、
酒
呑
む

、
い
づ

れ

も
悪
酒

な
り

、
暮

六

ッ
時
分
府

中
明
神
前

、
松
本

屋

に
泊

る
、
酒
甚

　
だ
悪

し
。



　
按

ず

る
に
、
廿
三

日

に
は
、
江
戸

に
歸

り
た

る
も

の
な
る

べ
し
、

此

の
日

　

の
記
事
な
し
、

蓋

し
廣
重
が
此

の
行

は
、

專

ら
山

水
の
奇
勝

を
探

る

に

　
あ

る
、

芝
居

看
板

お
よ
び
幕

、
幟

、襖

、
屏
風

な
ど
畫

く
は
、
本
意

に
あ

　

ら
ざ
事

ど
も
、
こ

れ
ま
た
生
計

の
道

、
止
む
を
得

ざ

る
に
出
づ

る
も

の

　

か
、

抑
甲
斐

の
國
は
、
南

は
、
駿
河

に
界

し
、
東

は
、
武

藏
、
相
摸

に
隣

り
、

　

西
北
は
信
濃

に
接

し
、
山
峰
四
方
に
連

な

り
、

郡
郷
其

の
問

に
あ
り
、
、

　

ゆ

に
山

水
奇
絶

の
所
多

し
、
廣
重

が
爲

め
に
は

、
實

に
最

良

の
臨
本

な

　

る
べ
し
。

同

十
三
年

、
六
月

、
十

一
月
両
度

に
出
で
た

る
錦
畫

改
革

の
町
觸

に
は
、

廣

重
も

ま
た
大

に
困
却

せ
し
由

な
る
が
、
蓋

し
國
貞

、
國
芳

の
ご

と
く

、

甚

だ
し
か
ら

ざ
り
し
な
ら
ん
、
如
何

と
な
れ
ば
、
廣

重
は

、
俳
優

の
似
顔

を

か
ゝ

ず

、
且
風
俗

美
人
畫

は

、
其

の
所
長

に
あ
ら

ず
、
專
ら
山

水
を

も

て

一
家
を
起

さ
ん
と
す

る

の
志

あ
れ

ば
な
リ
、
さ
れ

ど
當
時
國

貞
、
國
芳
等

と
諜

り
、

三
入
合
筆

に
て
、
忠
孝
仇

討
圖
會

、
小
倉
擬

百
人
一

首

お
よ
び

東
海
道

五
十

三
對

等
を
畫

き
た

り
。

同

十
五
年

三
月
廿

三
日
、
廣

重

上
總

に
赴
き
、
鹿
野

山

に
登

り
、

四
月
朔

日
江
戸

に
歸

る
。

　

按

ず
る

に
、廣

重

が
此

の
行

、何

の
爲

め
な

る
を

知
ら
ず
、

唯

鹿
野
山

に

登

り
、
眺

望
し

て
歸

り
た

る

の
み
な

る
が
ご

と
し
、
日
記

あ
り
、
標
題

　
に

、
日
記
、
天
保
十
五
辰
年
彌

生

の
末

と
あ

り
て
、
中

に
、

三
月

廿
三
日

夜

、
四

ッ
時
、
江
戸
橋

よ
り
船
出

、海

上
風

な
く

、
船

ひ
ま

　

と
り

、
廿
四
日
晝

頃
、
上
總

木
更
津

着
、
廿

六
日
、
雨
、
廿
七
日
、
晴
晝

後

曇
、
廿
七
日
晴

、
四
ッ
時
頃
よ
り
、鹿
野
山
参
詣
、庄
兵
衛
殿
、
勇
吉
殿
、

　

同
導

四
人
連
、
七
ッ
過
頃
鹿
野
山

に
着
、
丸
七
泊
リ
、
族
人
こ
み
合
、

　

夜
具

不
足
に
て
、
二
人
も
や
い

な
り
、
同
日
箕
尾
天
王
の
社
へ
參

詣
す
、

　

夜
中
相
宿
、
同
國
富
津

の
人
、

二
人
酒
も
り
、
大

に
さ
わ
ぐ
、
廿
八
日
、

　

晴
、廿
九
日
、晴
、四
月
朔

日
、晴
、朝
四

ッ
半
頃
、
久
須
村
出
立
、
勇
吉
殿

　

お
く
る
、小
泉
に

て
仕
度
、
九
ッ
頃

木
更
津
出
舟
、
順
風
に
て
日
暮
頃
、

　

鐡
砲
洲
湊

町
に
着

と
あ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　

按
ず
る
に
、
鹿
野
山
は
、
上
總

の
南
方

に
秀
出
し
、
山
上

の
眺
望
絶
佳

　

な
り
、
西
北

に
武
、相
、
豆
、駿
、甲
、信
等

の
十
國
を
見
る
、
十
州

一
覧
と

　
稱

す
、
春
夏

の
候
遊
人
多
し
。

弘
化
三
年
、
廣

重
大
鋸
町
よ
り
轉
じ
て
、
常
磐
町
に
移
住
せ
り
。

　

按
ず

る
に
、
綾
垣
氏

の
小
傳

に
、
廣
重
翁
は
、
久
し
く
大
鋸
町
に
住
せ

　

し
が
、
後

に
常
磐

町
に
移

る
と
あ
り
、
廣

重
が
八
代
洲
河
岸
火
清
屋
敷

　

を
出
で
ゝ
大
鋸
町

に
住
せ
し
年
月
詳
か
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
今
久
し
く
と

　

い
べ
ぱ
、
蓋
し
文
化

の
末
か
、
文
政
の
初
な
る
べ
し
。

嘉
永
二
年
、
夏

の
頃
ま
た
常
磐
町
よ
り
轉
じ
て
、
中
橋
狩
野
新
道
に
移
る
。

同

五
年
閏

二
月
廿

五
日
、
廣
重
再
び
上
總

に
赴
き
、
又
鹿
野
山

に
上
り
、

安
房

に
入
り
、
小
湊
誕
生
寺
お
よ
び
溝
澄
寺

に
參
詣
し
、
東
房
州
海
岸

の

風
景
を
眺
め
、
更

に
西
海
岸

に
出
で
ゝ
、
那
古
、
勝
山
、保

田
、鋸
山

の
絶

、
勝
を
探

り

、四
月
八

日
江
戸

に
歸
る
。
　
　
　
　

　

　
　
按
ず
る
に
、
廣

重
が
此
の
行
は

、
小
湊
誕
生
寺
に
参
詣

す
る
を
名
と

し

　
　
て
、
專
ら
海
岸
風
景

の
奇
勝
を
探

る
に
あ
る
の
み
、
日
記
あ
り
。

　
　
(
上
略
)
廿
九
日
　
小
湊
誕
生
寺
參

詣
、
日

高
宗
兵
衛
、同
導
、行
く
道

い

　
　
づ
方
も
絶
景
な
り
、
新
坂
下
り
道

に
、
朝

日
の
御
堂
と
て
、
日
蓮
上
人



　日
り

ん
來
迎

を
拜
し
給
ふ
舊

跡

あ
り
、
海
邊
島
山

の
眺
望

、絶

景
な
り

。

風
景

は
、

奇

々
妙
法
の

朝
日

堂
、

は

る
か

に
祖
師

の
御
寺

輝

く

又
誕
生

　
寺

堂
前

の
櫻

の
木
ふ
り

、
梅
に
よ
く
似

た
る
を
見

て
、
「
梅

の
木

に
似
た

る
櫻

の
か
た

へ
に
ね
、
鶯
に

似

し
法
華
経

の
こ
ゑ
。

三
月
朔

日
　
清

澄
寺
參

詣
　

お
り

の
ぼ

り
案
内

、
餘

程

の
高
山

、

風
景

よ
し
、

登
り

口
、
一
の
鳥
居
坂
道
、
こ
れ

よ
り

道

法

一
里
登

る
、
清

澄
寺

門
前
坂
道

、
料

理
茶
屋
多
く
あ

り

、

い
づ
れ

も
田
舎

め
か
ず

、

い
き
な

り

、
境
丙

櫻
多
く

、

花
さ

が
り
、
金
比
羅
山
眺
望

あ
り
、

此
所

に
て
、

煙

草
を

呑

み
、

し
ば
ら

く
休

み
、
升
屋
と

い
へ
る
茶

屋

に
て
仕
度

、
此

時
向

の
茶
屋

に
て
、
當
地
地
頭

の
家
來

御
奉

行
と

い
ふ
人
、

名
主

二
八

其
外
げ

ん
も
ん

の
大
勢
、
大

し

や
れ
な

り
、

○
本

堂
額

面
古

代

の
畫

、
武

者
繪

の
が
く

二

つ
、
其
外

天
神

記
、
車
引

　の
繪
、

お
か
し
な

風
な
り
。
　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　

○

此
邊

の
町
家
建

具
屋
多

し
、
ま

た
在

家

の
賎
女
、
頭

に
物
を

い
た

、

き
て
、

商

ひ

に
下

る
者
、
絶
え

ず
、
老
若

ま
じ
り
、
風

俗
頗

る
風
韻
あ
り

七

ッ
半

頃
濱

荻

に
も

ど
る
、
其

の
夜
餅
搗

あ
り
、
草
、
粟
、
米
な

り
、
雛
節

句

の
ま
う
け
と

て
、

此
地

の
風
な
り

。

同

二
日
　
朝

、
少

々
不
快
出

立
見

合
、
逗

留
、
唐
紙

三
枚

か
く

。　

　
　

　

同

三
日
雨
　

伯
父

と
い

ふ
人

よ
り
、

酒

一
升
貰

ひ
、

酒
宴

、
唐

紙
富

士

其
外
か

き
も

の
、

夜
床
源
來
り

、
酒
宴

、
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

同

四
日
　
晝

頃
出
立

、
馬

に
て
行
く

、
前
原

、磯

村

、
浪

太
、
天
面
、
辨

天

島

、

し
ま

の
仁
左
衛
門
、
庄

太
夫
崎
、
江
見

、
和

田
、
此
邊
す

べ
そ

磯
邊

浪

打

砦
右
多

く

、
風

景
尤

も
絶

妙

に
し

て
、
筆

に
盡

し
難

し
、
和

田

に
て

　

下
馬
、
松

田

に
て
泊

リ
、
大
夫
崎

と

い
ふ
所

に
、
名

馬
太
夫
黒

の
出
で

　

た
り

と

い
ふ
洞
穴

あ
り
、

又
蹄

の
跡

つ
き
た
る
右

多
く
あ

り
、
ぬ

け
出

　

　

た
と
穴

の

い
は
れ
に

螺
を

ふ
き
ぎ
松

田
驛

油

屋
泊
、
ざ
ん

げ
さ
ん
げ
法
師

　

ほ
う

き
う
咳
、
相
宿

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
同

五
日
　
朝

、
畫

少

々
認

む
、
夫

よ
り
馬

に
て
那
古
ま

で
行
く

、
那
古

　

よ
り
下

馬
、
觀

世
音
参
詣

、
山

上
風
景

よ
し
、
夫
よ
り

遠
間

ち

が
ひ

に

　

て
、

田
舎
道

一
里

ほ
ど
そ
ん
、
馬
を

や
と

ひ
て
行
く
、
木

の
根
坂
峠

の

　

風
景

よ
し
、

}
部

の
宿

霞
休

、
ま

湘
も
馬

に
て
行
く

、
勝
山

風
景
よ

し

　

保

田
羅
漢
寺
参
詣

、
金
谷

の
宿
、

泊

り
、
房

州

の
人
六
人
、
相
宿

、
夜

　

ふ

と
圖
書

の
事

あ
り
。
　
　
　

　

○
大
勢

い
ろ
い
ろ
雜

談
あ
り
、
其
夜

雨
、
朝

ま
で
降

る
、

　

同
六

日
　
雨

具
な
く
、
其

儘
出
立
、

天
神

山

一
切
舟

な
し
、
大

急

ぎ
に

て
、
木
更
津
ま
で
來

る
、

一
足

ち
が

ひ
に
て
、
舟
間

に
あ
は
ず

、
伊
勢

　

久

に
て
、
晝

食
、
長

須
賀
屋

に
て
泊

る
。

　

同

七
日
　
天

氣

中
位

、
畫

少

々
認

む
、
風
あ

し
く
乏

て
留

め
ら

れ
、
舟

に

　

の
ら

ず
、

四
艘

の
舟
、

出
帆
を
見

て
、
大
き

に
く

や
む
、
藥

師
堂
山

の

　

櫻

を
見

に
行
き

て
も
、

一
向

ふ
さ
ぎ
、
無
據

こ
ぢ
付

、
葉

櫻

や
木
更
津

　

舟

と
も
ろ
と
も

に
、

の
り

お
く
れ

て
ぞ
眺

め

や
り
け
り
、
菜

の
花

や
け

　ふ
も

上
總

の
そ
こ

一
里

と
あ
り

て
、
八

日
の

記

事

な

し
、
六

日
は
、
出

　

舟

し
て
恙

な
く

、
江
戸

に
歸

り
し
が
、
事
忙

は
し
く

て
、
記
事

の
暇
な

　
か

り

し
も

の
か
、
按

ず

る
に
、
小

湊
は
、
安

房
國

長
狭

郡

に
あ
り

て
、

　

東
、
海

に
面
し

、
西
、
山

を
帯

ぶ
、
僧
日

蓮

の
生

れ
た
る
所

な
り
、
日
蓮
、
父

　

を
貫
名

重
忠
と

い
ふ
、
左
衛
門
と
稱

す
、
母
は
、
清
原

氏
、
幼

に
し

て
清



　
　
澄
山

の
道
善
に
師
と
し
事

へ
、
三
十
二
歳

に
し
て
、
大
道
利
生

の
志
を

　
　
發
し
、
嘗

て
七
字

の
題
號
を
唱

へ
、
始
め
て
法
華

一
派

の
宗
門
を
立

つ

　
　
道
善
怒
り
て
こ
れ
を
逐
ふ
、
逐
に
相
模

の
松
葉
谷

に
到
り
安
國
論

一
巻

　
　
を
著
は
す
、
其
の
書
極
め
て
諸
宗
を
謗
れ
り
最
明
寺
時
頼

こ
れ
を
怒
り

　
　
て
、
伊
豆
の
伊
東

に
流
す
、
其
後
益

々
諸
宗
を
誹
り
て
止
ま
ず
、
時
頼

　
　
大

に
怒
り
て
、

こ
れ
を
殺
さ
ん
と
す
、
時
頼

の
子
時
宗
憐
み
て
其

の
死

　
　
罪
を
宥
め
、
佐
渡

に
流
す
、
文
永
十
年
赦

に
遇
ひ
て
甲
斐

に
赴
き
、
寺

　
　
を
身
延
山
に
建

つ
、
即

ち
久
遠
寺

に
し
て
、
後

に
武
藏

に
來
り

、
池
上

　
　
の
宗
仲
寺
に
寂
す
其

の
法
華
宗

の
開
祖

な
る
も
の
を
も
て
、
此

の
地

に

　
　
誕
生
寺
あ
り
、
信
徒
參
詣
多

し
。

安
政
五
年
九
月
六
日
、
廣
重
、
虎
列
羅
病

に
罹
り
て
没
す
、
行
年
六
十

二

　
淺
草
新
寺
町
の
淨
土
宗
東
岳
寺

に
葬

る
、
法
名
顯
功
院
徳
翁
立
齋
居
士
、　

辭
世
、
東
路
へ
筆
を
の
こ
し
て
族

の
空
、

に
し

の
み
く
に
の
名
と

こ
ろ
を

　
見
ん
。　
　
　

　
　
按
す
る
に
、
此
の
辭
世
は
、
廣
重
が
嘗

て
咏
み
お
き
し
も

の
か
、
或
は

　
　
他
人

の
代
り
て
咏
み
た
る
も
の
か
詳
か
な
ら
ず
、
蓋
し
病

に
罹
り
て
後

　
　
に
、
咏

み
た
る
に
あ
ら
ざ
る

べ
し
、
此
の
頃
東
岳
寺
に
到
り
、
廣
重
が

　
　
墳
墓
を
吊
ひ
し
が
、
其

の
墳
墓
は
、
高

さ
僅
に
二
尺
餘

に
し
に
、
甚
だ

　
　
粗
末
な
り
、
正
面
の
右
に
、
奥
全
院
柏
岩
松
榮
信
士
、
文
化
六
巳
年
十

　
　
二
月
廿
七
日
と
あ
り
、
、
こ
れ
廣
重
が
父
な
る
べ
し
、
又
紅
樹
院
孤
月
慈

　
　
圓
信
女
、
文
化
六
年

二
月
十
三
日
と
あ
り
、
こ
わ
母
な
る
べ
し
、
し
か

　
　

し
て
左
に
顯
功
院
徳
翁
立
齋
信
士
、安
政
五
午
年
九
月
六
日

と
あ
り
て
、

　
　
貞
操
院
安
室
妙
全
信
女
、
明
治
九
子
年
十
月

二
日
と
あ
リ
、

で
れ
廣
重

　

が
後
妻
な

る

べ
し
、
臺

石

に
田
中
氏

と
刻

し
て
あ

り
、
廣

重
は
安
藤
民

　

な
る

に
、

田
中
氏
と
あ

る
は

、
甚

だ
疑

ふ

べ
し
、
他

日
猶

考
ふ

べ
し
。

廣

重

の
没
す

る

や
、
門

人
等

深
く

こ
れ
を
痛

み
、
其

の
肖
像

を
畫

き

て
發

行

し
、
追
悼

の
意
を
表

せ
り
、
畫

中

に
、
天
明
老
人

の
小
文
あ

り
、
曰
く

、

一
立
齋

廣
重

子
は
、
歌
川

の
元
祖

、
豊
春

の
孫
弟

子

に
て
、
豊
廣

の
高
弟

な

り
け
り
、
今

の
世

の
豊
國

、
國

芳
共

に
、
浮

世
繪

師

に
て
、
此

三
人

に

肩

を
な
ら
ぶ

る
も

の
な

し
、
常

に
山
水

け
し
き
を
好

み
、
安
政

三
辰

の
と

し
よ
り
、

江
戸
百
景

を
か
き
、
目

の
前

に
、
其

の
景
色
を
見

る

こ
と
く
、

又
狂
歌
江

戸
名

所
圖
會

の
圖

を
畫

き
、
月

々
に
出

版
す

、
見

る
人
感

ぜ
ざ

る
は
な

し
、
然

る
所
に

、

此
菊
月

の
六
日

、
家

の
あ

と
し
き
、

お
さ
ま

り

　

方

ま
で
書

き
残

し
、
辭

世

を
咏

み
、
行
年

六
十

二
を
此
世

の
別

れ
と
し
、

死
出

の
山
路

へ
旅

立
れ

、
鶴

の
林

に

こ
も
ら
れ

し

こ
そ
、

な

ご
り
お

し
け

れ
、
天

明
老
人
露

け
き
袖

を
か
ゝ

け

て
、
筆

を
採

る
。

　

按

ず

る

に
、
天
明
老
人

は
、
本

田
氏
、

俗
稱

甚

五
郎

、
狂
歌

を
善

く

し
、

　

狂
名
を
盡
語
棲

内

匠
と

い
ふ
、
廣
重

の
友
人

な
り

。
　

　

〔
未
完

〕

　
　
　
日
本
水
彩
畫
會
新
會
友

埼
玉
縣
北
足
立
郡
指
扇
村
清
河
原

　

　

　

　
野

原

庄

作

大
阪
市
北
區
天
満
橋
筋

一
丁
日
中
野
呉
服
店
方

　

吉

田
覺

藏

　
　
　
春
鳥
會
々
友

大
阪
市
東
匿
博
勞
町
二
丁
目
百
二
番
屋
敷

　
　
　

青
木
忠
次
郎


